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リーフチェック等でのサンゴの簡易モニタリングは、主に目視により行われている。目視では、白化は容易

に判別できるが、白化に至らないまでも健康度が失われている状態を定量的に検出することは難しい。そこで、

リモートセンシングでの植生モニタリング手法を水中写真画像解析に適用し、NDCI（サンゴ植生指標）として

サンゴ健康度を数値化するとともに可視化する技術の開発を行い 2008 年 12 月に日本サンゴ礁学会誌第 10 巻

で発表した。 

この技術に基づいて、石垣島白保サンゴ礁において、2009 年 7 月から 2010 年 8 月まで１年の間の数回にわ

たって、ほぼ同位置に隣接して生育しているアオサンゴと塊状ハマサンゴを同一画像に撮影し NDCI 値を計測

した。その他、1年間すべてではないが途中から、やはりほぼ同位置にあるキクメイシも計測した。その結果、

それぞれの種の NDCI 値の季節変動特性や水温との関連性等を明らかにすることができた。 

この計測結果で、アオサンゴと塊状ハマサンゴとキクメイシ 3 種の NDCI 値の変動幅を比較すると塊状ハマ

サンゴとキクメイシの変動幅のほうが、アオサンゴに対してほぼ高い値を示した。また、アオサンゴやキクメ

イシでは低温ストレスにも強いことが明らかとなった。NDCI 値については、１時間ごとの日周変化計測結果

との比較から、その日周変動幅が季節変動幅より小さいことが確認されている。 

その他、台風の後に、たまたま観測できたキクメイシの NDCI 値シュードカラー画像（図 1）から、流れの

上流側（画像左側）の NDCI 値が低く下流側が高い現象をとらえることができた。この現象を調べるために、

他の時期に、同じキクメイシを 3 回計測したが同じ現象は現れなかった（図 2）。これは、台風に伴って高濁

度の流れが発生していたことから、キクメイシの上下流側の NDCI 値の違いは、キクメイシの上流側に微細土

砂がより堆積する形でのストレス状況の違いを反映したものではないかと考えられる。 

この研究により、目視では白化しない 

と見分けられないサンゴの変動の、客 

観的モニタリング基準ができたと考え 

ている。今後は、精度向上と多くのデ 

ータを収集することで研究を深めてい 

く方向性である。 

 

 

 

 

 

図 1 

図 2 
対応する水温の変化 網掛けはサンゴの適正温度とされる範囲 


